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瀬
戸
内
海
の
島
々
で
は
、
古
く
か
ら
ア
マ
モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
な
ど
が
自
生
す
る
藻
場
を
暮
ら
し

の
な
か
で
大
切
に
し
て
き
た
。
藻
場
が
あ
る
こ
と
で
、
魚
介
類
の
産
卵
や
稚
魚
の
隠
れ
家
と
な

り
、
藻
は
畑
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
、
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
地
先
の

海
を
活
か
し
て
き
た
島
の
人
た
ち
の
知
恵
が
あ
り
、
海
か
ら
里
、
山
へ
と
連
な
る
自
然
の
循
環

が
見
え
て
く
る
。
埋
め
立
て
な
ど
で
藻
場
や
干
潟
が
消
え
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
一
度
、
そ
の
重

要
性
を
問
い
直
し
、
海
・
里
・
山
の
自
然
と
文
化
の
保
存
・
再
生
へ
の
道
す
じ
を
探
っ
て
い
く
。

魚
介
類
の
産
卵
場
所
と
し
て
の
藻
場
、大
切
な
肥
料
だ
っ
た
藻

瀬
戸
内
の
あ
ら
ゆ
る
島
々
で
み
ら
れ
た
藻
の
肥
料
利
用

島
の
環
境
や
条
件
に
あ
わ
せ
た
藻
利
用
技
術
の
多
様
性

持
続
的
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
管
理
さ
れ
て
き
た
地
先
の
海
産
資
源

島
だ
か
ら
こ
そ
広
が
る「
海
・
里
・
山
」の
可
能
性

海
と
島
の
日
本
・
ⅩⅠ
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現
在
、
瀬
戸
内
沿
岸
部
で
海
草
の
ア
マ
モ
や
、
海
藻
の
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
を
み
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
砂
浜
の

沖
に
は
ア
マ
モ
、
磯
な
ら
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
ど
こ
に
で
も
は
え
て
い
た
。

そ
れ
が
埋
立
て
や
工
場
排
水
の
海
水
汚
染
な
ど
で
、
ア
マ
モ
や
ホ
ン

ダ
ワ
ラ
を
身
近
な
場
所
で
み
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
ア
マ
モ
や
ホ

ン
ダ
ワ
ラ
へ
の
関
心
も
う
す
れ
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
高
度
成
長
期
と
も
重
な
り
、
身
近
な
海
の
自

然
や
生
活
を
か
え
り
み
る
こ
と
も
次
第
に
少
な
く
な
っ
た
。
ふ
た
た

び
ア
マ
モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ア
マ

モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
藻
場
が
魚
介
類
の
産
卵
や
稚
魚
の
隠
れ
家
と
し

て
重
要
だ
と
知
ら
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
わ
れ
て
み
る
と
、

た
し
か
に
ア
マ
モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
と
と
も
に
魚
介
類
も
激
減
し
て
い

た
。
た
だ
し
、
ア
マ
モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
瀬
戸
内
海
の
生
物
や
生
活

文
化
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
、
戦
前
ま
で
は
み
な
知
っ
て
い
た
。
藻

に
限
ら
ず
身
近
で
あ
た
り
ま
え
の
自
然
や
生
活
文
化
の
大
切
さ
を
、

人
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
の
島
々
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
耕
地
と
人
口
が

急
増
し
た
。
山
口
県
周
防
大
島
の
東
和
町

（
現
周
防
大
島
町
）
で
は
、
寛
永
元
（
一
六
二

四
）
年
の
「
寛
永
検
地
」
か
ら
天
保
一
二

（
一
八
四
一
）
年
の
『
風
土
注
進
案
』
ま
で

の
二
一
六
年
間
に
、
水
田
は
二
倍
弱
、
畑

は
四
倍
弱
増
加
し
た
。
戸
数
は
二
七
三
戸

か
ら
二
六
四
〇
戸
と
一
〇
倍
近
く
増
え
た
。

周
防
大
島
は
出
稼
ぎ
が
盛
ん
で
、
人
口
増

加
は
出
稼
ぎ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
同

時
に
宮
本
常
一
が
『
東
和
町
誌
』
で
い
う

よ
う
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
が
は
じ
ま

っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。

瀬
戸
内
の
島
々
の
耕
地
の
増
加
に
つ
い

魚
介
類
の
産
卵
場
所
と
し
て
の
藻
場
、

大
切
な
肥
料
だ
っ
た
藻
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て
は
、
中
山
富
広
氏
が
『
近
世
の
経
済
発
展
と
地
方
社
会
』（
清
文
堂

出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
の
な
か
で
ふ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
に
広
島
藩

が
芸
備
地
方
沿
岸
部
の
大
規
模
開
発
を
す
す
め
る
と
、
そ
の
影
響
で

沿
岸
部
や
島
嶼
部
の
林
野
の
伐
採
が
す
す
み
、
農
民
の
農
地
の
開
墾

が
盛
ん
に
な
っ
た
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
間
に
、
芸
備

地
方
の
沿
岸
部
や
島
嶼
部
で
耕
地
が
五
倍
以
上
増
え
た
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
後
述
す
る
中
部
瀬
戸
内
海
の
倉
橋
島（
現
呉
市
）、
因
島（
現

尾
道
市
）の
重し

げ

井い

や
立
花
な
ど
は
五
倍
以
上
に
該
当
す
る
。

因
島
の
農
家
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
に
毎
年
ア
マ
モ
を
肥
料
に
や

る
と
収
量
が
二
倍
に
な
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
坂
井
健
吉
の
『
さ

つ
ま
い
も
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九

年
）
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
で
は
チ
ッ

ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
三
要
素
の
う
ち
カ

リ
が
一
番
多
量
に
必
要
で
あ
る
。
た
と
え

ば
一
〇
ア
ー
ル
で
三
ト
ン
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
収
穫
す
る
に
は
、
チ
ッ
ソ
一
〇
・
二
、

リ
ン
酸
六
・
〇
、
カ
リ
二
七
・
〇
キ
ロ
と

カ
リ
が
一
番
必
要
で
あ
る
。
カ
リ
が
十
分

だ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
の
光
合
成
能
力
が

盛
ん
に
な
り
イ
モ
が
大
き
く
な
る
。
た
だ

し
、
カ
リ
を
生
育
期
間
中
は
ず
っ
と
吸
収

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
元
肥

も
と
ご
え

の
溝
を
深
く
掘
っ
て

深
層
施
肥
に
す
る
か
、
緩
効
性
の
肥
料
を
あ
た
え
れ
ば
よ
い
。
カ
リ

を
多
く
含
む
モ
バ
は
緩
効
性
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
肥
料
と
し
て
最
適
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
栽
培
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
米
の
四
倍
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
瀬
戸
内
海
で
は
中
部
瀬
戸
内
海
は
ア
マ
モ
、
東
・
西
部
瀬
戸

内
海
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
が
多
か
っ
た
。
西
部
瀬
戸
内
海
の
東
和
町
で
は

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
段
々
畑
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
肥
料
に
す
る
こ
と
が
多
く
、

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
は
専
用
の
モ
カ
リ
カ
ギ
で
採
藻
し
た
。
東
和
町
に
お
け

る
肥
料
藻
の
重
要
性
は
、
モ
カ
リ
カ
ギ
が
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

特集 海と島の日本・ⅩⅠ

山口県周防大島・西方沖の干潟にて（昭和36年4月、
宮本常一撮影、周防大島文化交流センター所蔵）。
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藻
の
肥
料
利
用
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
全
島
で

盛
ん
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
史
料
や
伝
承
も
残
り
、
近
世
の
は
や

い
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

伝
承
で
は
あ
る
が
最
古
は
倉
橋
島
で
、
近
世
初
期
に
は
じ
ま
る
と

い
う
。『
倉
橋
町
史

資
料
編
Ⅱ
』（
一
九
九
一
年
）
に
は
、
明
治
一
九

年
の
倉
橋
島
の
「
採
藻
場
慣
行
届
」
が
掲
載
さ
れ
、
古
老
談
と
し
て

延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
に
農
民
が
肥
料
に
藻
が
効
く
こ
と
を
発
見
し
、

毎
年
春
に
採
藻
を
続
け
て
き
た
。
倉
橋
島
外
か
ら
採
藻
に
き
た
人
は
、

悪
か
っ
た
こ
と
を
認
め
さ
せ
て
「
悔
悟
金
」
を
徴
収
し
た
り
、
追
払

っ
て
と
ら
せ
な
か
っ
た
と
あ
る
。
一
二
月
一
日
か
ら
四
月
三
〇
日
に

採
藻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
肥
料
に
利
用
し
て
い
た
。

島
の
地
先
の
藻
は
、
海
辺
の
村
に
採
藻
権
が
あ
っ
た
。

『
因
島
市
史
』（
一
九
六
八
年
）
に
は
、
因
島
の
大
浜
村
の
「
採
藻
場

慣
行
届
」
の
「
採
藻
場
沿
革
」
に
、
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）
年
こ
ろ

大
浜
村
宮
地
初
五
郎
が
発
見
し
、
畑
肥
料
と
し
て
一
年
も
休
ま
ず
村

民
が
利
用
し
た
。
さ
ら
に
別
の
届
け
に
は
、
重
井
村
と
の
入
会
採
藻

場
三
反
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
大
浜
村
村
上
庄
右
衛
門
と
重

井
村
大
出
吉
十
郎
が
発
見
し
た
と
あ
る
。

防
長
二
藩
の
地
誌
『
風
土
注
進
案
』
に
も
藻
が
肥
料
と
し
て
登
場

す
る
。
周
防
大
島
の
東
側
は
西
側
に
く
ら
べ
平
地
が
乏
し
く
耕
地
が

せ
ま
か
っ
た
。
島
の
東
側
に
あ
っ
て
西
方
（
現
周
防
大
島
町
）
は
耕
地

が
広
く
、
西
方
村
の
「
山
下
草
多
少
之
事
」
に
は
山
野
の
草
だ
け
で

は
肥
料
が
不
足
し
た
と
あ
る
。
水
田
の
苗
代
に
い
れ
る
緑
肥
は
、
水み

無な

瀬せ

島
か
ら
買
う
人
が
い
た
。
よ
り
広
い
畑
の
肥
料
に
遠
い
平へ
い

郡ぐ
ん

島と
う

（
柳
井
市
）
や
そ
の
周
辺
に
茂
る
藻
を
買
っ
て
肥
料
に
し
た
。
水
無
瀬

島
は
周
防
大
島
の
南
側
で
怒
和

ぬ

わ

島じ
ま

か
ら
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
と
り
に
き
て

い
た
。
平
郡
島
と
周
辺
も
磯
が
多
く
、
肥
料
に
買
っ
た
の
は
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
だ
っ
た
。

香
川
県
の
小
豆
島
で
も
土
庄
町
長
浜
の
記
録
に
、
滝
宮
か
ら
乾
燥

モ
バ
を
買
い
に
き
て
い
た
が
、
安
政
年
間
（
一
八
五
四
〜
一
八
六
〇
）

に
モ
バ
が
不
足
し
て
高
騰
し
た
と
い
う
。
近
世
も
終
わ
り
ご
ろ
に
な

る
と
藻
の
肥
料
利
用
が
一
般
化
し
、
権
利
を
買
っ
て
採
藻
し
た
り
、

乾
燥
し
た
藻
を
売
買
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

藻
の
肥
料
と
し
て
の
利
用
は
瀬
戸
内
海
だ
け
に
限
ら
ず
、
三
河
湾

や
東
京
湾
な
ど
の
内
海
沿
岸
部
で
近
世
前
期
か
ら
み
ら
れ
た
。
近
世

前
期
か
ら
内
湾
沿
岸
部
で
は
開
発
が
す
す
み
、
そ
れ
に
と
も
な
い
新

た
な
肥
料
が
必
要
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
三
河
湾
岸
で
も
海
岸
の
埋

立
て
が
す
す
み
、
緑
肥
を
刈
る
茅
場
が
足
ら
ず
モ
ク
（
ア
マ
モ
）
を

肥
料
に
利
用
し
た
。『
豊
橋
市
史
』
に
は
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年

に
三
河
湾
最
奥
の
豊
橋
市
草
間
村
が
採
藻
し
た
た
め
、
漁
場
に
強
い

権
利
を
持
つ
牟
呂
村
と
争
論
に
な
っ
た
。
最
後
は
草
間
村
地
先
は
採

藻
場
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
牟
呂
村
の
人
で
草
間
村
地
内
に
田
畑

を
持
っ
て
い
れ
ば
採
藻
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。『
大
崎
漁
業

瀬
戸
内
の
あ
ら
ゆ
る
島
々
で
み
ら
れ
た

藻
の
肥
料
利
用
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協
同
組
合
史
』（
一
九
七
四
年
）
に
は
、
豊
橋
市
の
梅
田
川
河
口
の
大

崎
村
と
梅
田
川
上
流
の
五
ケ
村
の
間
で
地
先
の
採
藻
場
に
つ
い
て
争

論
に
な
っ
た
。
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
は
大
崎
側
の
主
張
が
と
お

り
、
五
ケ
村
の
採
藻
場
へ
の
入
会
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
弘
化
三

（
一
八
四
六
）
年
は
船
数
を
制
限
し
て
認
め
ら
れ
た
。
藻
は
村
ど
う
し

が
争
論
す
る
ほ
ど
、
重
要
な
海
産
資
源
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
か
ら
戦
前
ま
で
続
い
た
藻
の
肥
料
利
用
は
、
島
々
で
藻
の
利

用
技
術
に
差
を
う
み
だ
し
た
。

因
島
の
立
花
は
山
頂
に
い
た
る
急
傾
斜
地
に
段
々
畑
が
続
き
、
ス

ジ
キ
リ
（
畦
き
り
）
に
苦
労
し
た
。
畦
き
り
は
等
高
線
に
あ
わ
せ
る

と
崩
れ
に
く
い
が
、
ど
う
し
て
も
地
形
な
ど
で
高
低
差
が
で
き
た
。

上
手
な
人
は
途
中
で
マ
マ
コ
（
短
い
畦
）
を
い
れ
て
修
正
で
き
る
が
、

慣
れ
な
い
と
土
壌
浸
食
を
お
こ
し
た
。
立
花
は
分
家
の
と
き
二
、
三

男
に
よ
い
農
地
と
悪
い
農
地
を
ま
ぜ
て
与
え
た
。
農
地
の
細
分
化
が

す
す
む
と
、
排
水
が
集
ま
っ
て
浸
食
し
や
す
い
所
有
境
が
ふ
え
た
。

し
か
も
立
花
の
段
々
畑
の
ギ
シ
（
法
面
）
は
九
割
以
上
が
土
法
面
で

あ
っ
た
。

立
花
で
は
畑
一
畝
に
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
乾
し
ア
マ
モ
を

「
麦
は
イ
ッ
カ
（
一
荷
）、
芋
は
カ
タ
ネ
（
片
荷
）」
と
い
っ
た
。
麦
は

麦
踏
み
の
あ
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
イ
モ
苗
が
根
づ
く
と
、
と
も
に
山

側
の
根
元
に
ア
マ
モ
を
敷
い
て
土
を
か
け
、
土
砂
の
流
失
や
イ
モ
畑

の
乾
燥
を
防
い
だ
。
こ
と
に
イ
モ
畑
へ
は
梅
雨
の
雨
で
土
砂
が
流
さ

れ
な
い
よ
う
早
く
し
た
。
崩
れ
や
す
い
ギ
シ
バ
ナ
（
法
面
上
端
）
に
ア

マ
モ
を
お
い
て
土
を
か
け
て
崩
落
を
防
い
だ
。
ま
た
雨
で
土
砂
が
崩

れ
て
法
面
に
タ
ル
キ
（
縦
溝
）
が
で
き
る
。
立
花
で
は
梅
雨
時
が
一

番
忙
し
く
て
手
入
れ
が
で
き
ず
、
大
崩
れ
し
て
は
じ
め
て
修
理
し
た
。

大
崩
れ
し
た
法
面
の
下
端
に
ア
マ
モ
を
敷
き
、
上
に
均
一
に
土
を
お

い
て
足
で
踏
み
固
め
、
さ
ら
に
ア
マ
モ
と
土
を
交
互
に
重
ね
て
ギ
シ

バ
ナ
の
高
さ
ま
で
積
み
上
げ
た
。
大
崩
れ
す
る
ほ
ど
重
ね
る
ア
マ
モ

と
土
を
厚
く
し
た
。

因
島
の
重
井
で
も
麦
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
肥
料
は
ア
マ
モ
が
中
心
だ

っ
た
。
重
井
は
耕
地
面
積
を
広
く
と
る
た
め
傾
斜
畑
で
上
段
と
下
段

は
低
い
ゲ
シ
（
法
面
）
に
し
た
。
砂
質
土
壌
で
横
畝
に
し
た
が
、
梅

雨
の
長
雨
で
土
砂
や
肥
料
が
流
れ
る
た
め
、
イ
モ
苗
を
さ
し
た
畑
に

ア
マ
モ
と
ム
ギ
カ
ラ
を
切
っ
て
ま
ぜ
て
振
り
ま
い
た
。
そ
れ
で
も
ヒ

ト
サ
ク
ご
と
に
、
流
出
し
た
土
砂
を
畑
の
上
に
あ
げ
な
い
と
土
地
が

ガ
ラ
ガ
ラ
に
な
っ
た
。

小
豆
島
の
土
庄
町
伊
喜

い

ぎ

末す
え

も
花
崗
岩
の
砂
質
土
壌
で
水
持
ち
が
わ

る
か
っ
た
。
水
不
足
で
水
田
は
わ
ず
か
、
山
頂
近
く
ま
で
段
々
畑
を

拓
き
麦
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
裁
培
し
た
。
尾
根
だ
け
は
燃
料
の
松
が
う

わ
り
、
採
草
地
は
な
か
っ
た
。
伊
喜
末
の
大
半
の
家
で
は
、
麦
と
サ

ツ
マ
イ
モ
の
蔓
を
飼
料
に
し
て
牛
を
飼
っ
て
い
た
。
畑
が
二
、
三
反

と
せ
ま
い
家
は
ベ
コ
（
小
牛
）、
六
、
七
反
だ
と
成
牛
一
頭
、
一
町
と

島
の
環
境
や
条
件
に
あ
わ
せ
た

藻
利
用
技
術
の
多
様
性
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広
い
家
は
二
頭
飼
っ
た
。
乾
し
た
ア
マ
モ

を
牛
舎
に
敷
い
て
、
一
ヶ
月
ほ
ど
で
タ
イ

ヒ
バ
（
堆
肥
場
）
に
移
し
た
。
牛
の
糞
尿

の
窒
素
で
堆
肥
場
に
積
む
と
一
ヶ
月
で
醗

酵
し
た
。
伊
喜
末
で
は
、
牛
は
犂
で
の
起

耕
に
使
い
、
ア
マ
モ
を
糞
尿
で
堆
肥
に
し
、

裸
麦
を
飼
料
に
混
ぜ
て
太
ら
し
て
高
く
売

っ
た
。
さ
ら
に
直
ぐ
に
分
解
す
る
緑
肥
と

違
い
、
ア
マ
モ
の
繊
維
は
堆
肥
に
し
て
も
残
り
、
土
を
浮
か
せ
て
土

壌
の
通
気
性
を
高
め
た
。
ま
た
ア
マ
モ
を
醗
酵
さ
せ
る
と
酸
性
が
ア

ル
カ
リ
性
に
か
わ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
澱
粉
含
有
量
が
増
え
た
。
伊

喜
末
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
小
豆
島
で
も
糖
度
が
高
く
、
生
産
量
も
多
か

っ
た
。

島
々
で
の
藻
の
利
用
は
肥
料
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
繊
維

の
強
い
モ
バ
は
傾
斜
他
の
表
土
流
失
や
通
気
性
を
た
か
め
、
乾
燥
防

止
に
も
役
立
っ
た
。
ま
た
法
面
の
崩
落
防
止
、
さ
ら
に
は
修
理
に
も

利
用
し
た
。
家
畜
と
セ
ッ
ト
で
堆
肥
に
し
て
肥
料
効
果
を
高
め
た
。

島
の
畑
の
地
形
や
地
質
、
家
畜
文
化
と
の
か
か
わ
り
な
ど
で
多
様
に

活
用
し
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
は
じ
ま
る
藻
の
利
用
は
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
続
き
、
長

い
歴
史
の
な
か
で
島
ご
と
の
資
源
管
理
も

多
様
だ
っ
た
。

愛
媛
県
忽く

つ

那な

七
島
の
怒
和
島
（
現
松
山

市
）
は
東
西
に
二
集
落
あ
り
、
西
の
元
怒

和
は
集
落
を
囲
む
段
々
畑
に
麦
と
サ
ツ
マ

イ
モ
を
う
え
た
。
さ
ら
に
元
怒
和
で
は
農

船
に
乗
り
、
島
の
周
り
の
畑
の
耕
作
や
山

で
の
燃
料
と
り
、
海
で
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の

モ
カ
リ
（
藻
刈
）
に
い
っ
て
い
た
。
モ
カ
リ
は
農
船
に
男
性
が
二
、

三
人
乗
り
、
人
数
が
少
な
い
と
モ
ヤ
イ
（
共
同
）
で
、
農
船
の
な
い

家
は
親
戚
の
船
に
ビ
ン
モ
ラ
イ
（
便
乗
）
し
た
。
昭
和
一
〇
年
ご
ろ

ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
モ
カ
リ
に
で
て
、
新
歴
五
月
の
小
潮
に
漁

業
会
が
口
明
け
日
を
き
め
た
。
小
潮
は
大
潮
よ
り
満
干
の
差
が
小
さ

く
、
潮
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
モ
カ
リ
し
や
す
く
、
満
潮
よ
り
波
打

際
が
沖
で
藻
を
干
す
浜
が
広
く
と
れ
た
。
朝
暗
い
う
ち
か
ら
船
に
モ

カ
リ
ザ
オ
な
ど
を
積
み
、
午
前
六
時
ご
ろ
に
消
防
の
半
鐘
の
音
を
合

図
に
い
っ
せ
い
に
船
を
だ
し
た
。

モ
カ
リ
の
場
所
は
早
い
も
の
が
ち
で
、
集
落
近
く
は
船
が
多
く
集

ま
り
、
他
の
船
の
モ
カ
リ
ザ
オ
と
あ
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
藻
の
多

い
場
所
は
船
が
多
く
、
少
な
い
場
所
は
船
が
少
な
い
の
で
広
い
範
囲

で
と
れ
た
。
た
だ
し
、
い
つ
も
農
船
で
い
く
畑
や
山
の
近
く
は
よ
く

知
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
付
近
で
モ
カ
リ
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

竹
の
先
に
鉤か
ぎ

を
と
り
つ
け
た
モ
カ
リ
ザ
オ
を
船
か
ら
投
げ
入
れ
、
ホ
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ン
ダ
ワ
ラ
の
根
元
か
ら
一
尺
（
三
〇
セ
ン
チ
）
ほ
ど
上
に
引
っ
か
け
て

抜
き
取
っ
た
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
船
に
あ
げ
る
と
、
小
海
老
や
小
魚
が

た
く
さ
ん
つ
い
て
あ
が
っ
た
。
モ
カ
リ
は
一
日
二
往
復
で
、
は
や
い

と
昼
、
お
そ
く
て
も
三
時
、
多
く
は
二
時
ご
ろ
に
お
わ
っ
た
。
一
日

目
は
み
ん
な
、
二
日
目
は
半
分
、
三
日
目
は
潮
流
が
早
か
っ
た
り
、

深
く
て
採
り
残
し
た
場
所
を
刈
り
に
行
く
人
が
少
し
い
た
。

愛
媛
県
佐
島
（
現
上
島
町
）
は
、
中
部
瀬
戸
内
海
で
は
「
重
井
が
一

番
、
次
が
岩
城
、
佐
島
が
三
番
」
と
い
わ
れ
る
百
姓
所
で
あ
る
。
佐

島
は
傾
斜
畑
が
多
く
、
ゲ
シ
（
法
面
）
は
土
畦
だ
っ
た
。
佐
島
で
も

海
岸
道
路
が
未
整
備
で
、
半
分
ほ
ど
の
家
が
島
周
辺
の
農
地
に
通
う

の
に
農
船
を
使
っ
た
。「
ガ
ラ
モ
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）
は
冬
の
も
ん
、
モ

バ
（
ア
マ
モ
）
は
夏
の
も
ん
」
と
い
い
、
モ
バ
は
夏
の
土
用
の
一
番

暑
い
と
き
、
ガ
ラ
モ
は
正
月
明
け
の
一
番
寒
い
寒か
ん

に
と
り
に
い
っ
た
。

モ
バ
が
中
心
で
、
農
船
が
な
い
家
は
借
り
て
で
も
モ
バ
ト
リ
に
い
っ

た
。
畑
地
を
一
町
以
上
持
つ
よ
う
な
大
百
姓
は
、
ガ
ラ
モ
も
と
り
に

い
っ
た
。
佐
島
の
西
側
の
福
良
湾
に
は
長
い
モ
バ
が
た
く
さ
ん
は
え

て
い
た
。
モ
バ
は
土
用
を
す
ぎ
る
と
切
れ
て
流
れ
る
の
で
、
土
用
の

大
潮
に
と
り
に
い
っ
た
。
村
で
口
明
け
の
日
を
決
め
た
が
、
時
間
は

決
め
な
か
っ
た
。
採
藻
す
る
場
所
と
距
離
、
潮
加
減
を
考
え
コ
ビ
ル

（
一
〇
時
）
か
昼
ご
ろ
に
た
い
て
い
で
た
。
一
方
の
ガ
ラ
モ
は
だ
れ
で

も
自
由
に
と
れ
た
。

モ
バ
と
ガ
ラ
モ
は
、
モ
ザ
オ
を
使
い
船
か
ら
と
っ
た
。
二
本
の
マ

ダ
ケ
の
中
央
よ
り
先
を
シ
ュ
ロ
ナ
ワ
で
縛
り
、
根
元
側
を
持
っ
て
先

を
海
中
に
差
し
込
み
、
モ
バ
や
ガ
ラ
モ
を
挟
ん
で
巻
き
つ
け
て
引
き

抜
い
た
。
モ
バ
と
ガ
ラ
モ
を
船
に
あ
げ
、
巻
き
つ
け
た
時
と
反
対
方

向
に
モ
ザ
オ
を
ま
わ
し
て
モ
ザ
オ
を
抜
い
た
。
船
か
ら
あ
げ
た
モ
バ

を
干
す
浜
は
早
い
も
の
が
ち
だ
っ
た
。
一
日
、
二
日
で
モ
バ
は
乾
燥

す
る
の
で
浜
に
盛
り
、
雨
で
濡
れ
な
い
よ
う
上
か
ら
ム
シ
ロ
や
カ
マ

ス
を
か
け
た
。
モ
バ
と
ガ
ラ
モ
は
干
潮
に
と
り
、
船
で
満
潮
を
待
っ

て
陸
あ
げ
し
た
の
で
一
日
に
一
回
し
か
と
り
に
い
け
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
三
日
も
と
る
と
近
く
の
モ
バ
は
な
く
な
っ
た
。
小
百
姓
は

三
回
で
十
分
だ
が
、
大
百
姓
は
一
〇
回
か
ら
一
五
回
の
モ
バ
が
必
要

だ
っ
た
。
佐
島
の
西
の
沖
に
岩
城
島
と
入
会
の
採
藻
場
が
あ
り
、
大

百
姓
は
八
メ
ー
ト
ル
と
長
い
モ
ザ
オ
を
持
っ
て
採
り
に
い
っ
た
。

佐
島
で
は
採
藻
の
ほ
か
浜
に
流
れ
寄
る
ヨ
リ
モ
や
、
切
れ
て
流
れ

る
イ
カ
ダ
も
利
用
し
た
。
ヨ
リ
モ
は
切
れ
て
浜
に
寄
る
藻
で
、
モ
バ

は
夏
雨
の
あ
と
、
ガ
ラ
モ
は
正
月
か
ら
三
月
ご
ろ
に
寄
っ
た
。
佐
島

で
は
正
月
の
寄
り
合
い
に
一
年
間
の
採
藻
権
を
浜
ご
と
に
入
札
し
た
。

一
番
人
気
の
西
邊
浜
は
広
く
て
ヨ
リ
モ
が
多
く
、
集
落
に
も
近
か
っ

た
。
入
札
は
個
人
、
近
所
の
仲
間
、
オ
ソ
ゴ
エ
組
な
ど
の
村
組
で
参

加
し
た
。
オ
ソ
ゴ
エ
組
は
約
二
〇
軒
で
大
百
姓
が
多
く
ま
と
ま
っ
て

い
た
。
オ
ソ
ゴ
エ
組
は
西
邊
浜
の
ヨ
リ
モ
の
入
札
を
と
っ
た
。
組
の

グ
ロ
バ
（
干
し
場
）
が
西
邊
浜
の
す
ぐ
側
に
あ
り
、
モ
バ
を
干
し
た

り
タ
キ
モ
ノ
の
一
時
置
き
場
に
使
っ
て
い
た
。
グ
ロ
バ
は
組
の
戸
数

で
区
画
し
、
毎
年
籤
で
公
平
に
場
所
を
決
め
た
。

イ
カ
ダ
は
モ
バ
だ
け
で
、
誰
で
も
自
由
に
と
れ
た
。
潮
目
に
集
ま
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二
〇
一
〇
年
七
月
、
ア
マ
モ
が
茂
る
遠
浅
で
オ
シ
ア
ミ
を
押
す
、

夢
の
体
験
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
岡
田
和
樹
さ
ん
が
中
心
に
な

っ
て
開
催
し
た
「
第
三
回
市
民
ひ
が
た
交
流
会
in
ハ
チ
の
干
潟
」
に

参
加
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
田
さ
ん
は
、
広
島
県
竹
原
市
を
流
れ

る
賀
茂
川
河
口
の
「
ハ
チ
の
干
潟
」（
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
保
存
活

動
で
知
ら
れ
て
い
る
。「
ハ
チ
の
干
潟
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
ハ
チ
の
干
潟
は
、
干
潟
の
中
央
に
あ
る
岩
の
名
前
か
ら
と
っ
た
。

こ
の
干
潟
は
広
島
県
中
部
海
域
で
は
三
番
目
に
広
く
、
し
か
も
手
つ

か
ず
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
に
「
藻
場
造
成
計
画
」
の

名
目
で
浚
渫
土
投
棄
が
計
画
さ
れ
、
埋
め
立
て
の
危
機
に
お
ち
い
っ

た
。
岡
田
さ
ん
は
美
し
い
干
潟
を
守
ろ
う
と
「
ハ
チ
の
干
潟
調
査
隊
」

を
つ
く
り
、
協
力
者
と
一
緒
に
署
名
活
動
を
お
こ
な
い
、
二
〇
〇
七

年
に
は
計
画
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
手
つ
か
ず
の
ハ
チ
の
干
潟
に
は
、

カ
ニ
だ
け
で
も
四
四
種
類
以
上
確
認
で
き
た
と
あ
る
。

昨
年
、
ハ
チ
の
干
潟
を
見
る
た
め
岡
田
さ
ん
を
訪
ね
た
と
き
、
群

生
す
る
ア
マ
モ
と
藻
場
に
生
息
す
る
魚
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
み
た
の
と
同
じ
ア
マ
モ
と
魚
の
光
景
が
写
し
こ

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
日
は
満
潮
で
ハ
チ
の
干
潟
は
み
れ
な
か
っ
た
が
、

次
は
ぜ
ひ
み
た
い
と
岡
田
さ
ん
に
お
願
い
し
て
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

昼
か
ら
観
察
会
が
ハ
チ
の
干
潟
で
は
じ
ま
っ
た
。
最
初
に
岡
田
さ

ん
が
子
ど
も
に
つ
い
て
、
沖
に
向
か
っ
て
オ
シ
ア
ミ
を
押
し
、
途
中

で
引
き
返
し
て
き
た
。
砂
浜
で
網
を
あ
け
る
と
カ
ニ
や
タ
コ
、
エ
ビ
、

小
魚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
次
々
と
で
て
く
る
。
ア
マ
モ
の
藻
場

38

る
イ
カ
ダ
は
一
尺
ほ
ど
盛
り
あ
が
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
消
え
た
。

イ
カ
ダ
は
鍬
状
の
ガ
ン
ジ
キ
で
船
に
あ
げ
た
が
重
労
働
だ
っ
た
。
大

百
姓
の
な
か
に
佐
島
で
の
モ
バ
ト
リ
前
に
、
丸
亀
沖
ま
で
イ
カ
ダ
を

と
り
に
い
く
船
が
あ
っ
た
。
二
人
で
船
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
往
復

に
三
日
間
か
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
モ
バ
を
積
む
た
め
船
縁
の
外
に
ま

で
は
み
だ
し
、
丁
寧
に
折
り
畳
ん
で
積
ん
で
帰
っ
た
。
大
百
姓
の
な

か
に
は
愛
媛
県
今
治
市
の
波
止
浜
沖
ま
で
イ
カ
ダ
を
と
り
に
い
く
家

も
あ
っ
た
。

海
は
陸
の
よ
う
に
境
界
線
を
ひ
い
た
り
、
個
人
が
独
占
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
村
の
地
先
は
み
ん
な
が
共
同
で
、
沖
は
他
の
村

と
入
会
で
資
源
管
理
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
さ
ら
な
る
沖
は
自
由
に

採
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
先
の
海
産
資
源
は
村
や
漁
民
が
持
続
的
に

採
れ
る
よ
う
に
管
理
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
高
度
成
長
は
自
然
だ
け

で
な
く
、
人
々
の
意
識
を
も
大
き
く
か
え
た
の
で
あ
る
。

中
部
瀬
戸
内
海
の
広
島
県
高こ
う

根ね

島し
ま

（
現
尾
道
市
）
で
、
夏
に
ア
マ
モ

が
茂
る
遠
浅
で
オ
シ
ア
ミ
を
し
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
干
潮

の
と
き
に
家
族
連
れ
で
い
っ
て
、
男
性
は
沖
に
で
て
大
き
な
魚
、
女

性
と
子
ど
も
は
海
岸
の
近
く
で
小
さ
な
魚
を
す
く
っ
た
。
オ
シ
ア
ミ

で
は
お
か
ず
を
と
っ
た
が
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
る
お
年
寄
り

の
に
こ
や
か
な
顔
が
印
象
に
の
こ
っ
た
。

島
だ
か
ら
こ
そ

広
が
る「
海
・
里
・
山
」の
可
能
性
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が
生
物
生
産
性
や
生
物
多
様
性
に
い
か
に
重
要
な
場
所
か
は
す
ぐ
に

実
感
で
き
た
。
私
も
オ
シ
ア
ミ
を
押
し
て
み
た
が
思
っ
た
よ
り
重
く
、

柄
を
腹
に
あ
て
て
体
全
体
を
使
っ
て
押
さ
な
い
と
前
進
で
き
な
か
っ

た
。
押
す
の
は
た
い
へ
ん
だ
が
、
何
が
は
い
る
の
か
後
が
楽
し
み
だ

っ
た
。
み
ん
な
で
オ
シ
ア
ミ
を
押
し
た
あ
と
、
岡
田
さ
ん
が
と
れ
た

生
物
を
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
と
れ
た
オ
コ
ゼ
な

ど
を
か
ら
揚
げ
に
し
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。「
み
て
、ふ
れ
て
、た
べ

て
」
の
五
感
重
視
が
、
こ
の
観
察
会
の
目
標
な
の
だ
と
い
う
。
干
潟

が
多
い
瀬
戸
内
海
で
は
オ
シ
ア
ミ
は
ど
こ
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。
た
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ハチの干潟にて。観察会参加者への説明。

オシアミを手にした岡田さんから使い方の説明。
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アマモが茂るな
か、オシアミを
子どもと一緒に
押す。

オシアミで採れ
た生物の解説。
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だ
し
、
お
か
ず
漁
な
の
で
漁
業
の
枠
か
ら
は
ず
れ
、
調
査
で
は
と
り

あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
干
潟
と
ア
マ
モ
と
生
物
多
様
性
が
実
感

で
き
る
オ
シ
ア
ミ
を
、
観
察
会
に
と
り
い
れ
た
岡
田
さ
ん
に
拍
手
を

送
り
た
い
。

近
年
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
伝
統
的
な
生
活
文
化

の
再
評
価
が
は
じ
ま
っ
た
。
人
が
自
然
と
う
ま
く
調
和
し
な
が
ら
利

用
し
て
き
た
海
や
山
を
、「
里
山
」
や
「
里
海
」
と
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。
里
山
は
人
が
適
度
に
手
を
加
え
る
こ
と
で
建
築
材
や
燃
料
の

薪
や
柴
、
肥
料
の
落
ち
葉
な
ど
を
持
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
生
産
性
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
生
物
多
様
性
も
維
持
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
昭
和
三
〇
年
代
の
燃
料
革
命
以
降
は
、
人
手
を

か
け
な
く
な
り
里
山
は
荒
廃
し
て
い
っ
た
。
瀬
戸
内
の
島
々
の
里
山

は
松
山
で
、
建
築
材
や
燃
料
な
ど
多
様
に
利
用
し
て
い
た
。
そ
れ
が

下
草
刈
り
な
ど
の
人
手
を
か
け
な
く
な
っ
て
、
松
枯
れ
病
な
ど
で
枯

れ
て
し
ま
っ
た
。
瀬
戸
内
の
島
々
の
里
海
で
も
、
藻
は
段
々
畑
の
肥

料
や
保
全
に
必
要
で
、
干
潟
で
の
オ
シ
ア
ミ
は
お
か
ず
漁
で
あ
り
、

楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
海
岸
を
埋

め
立
て
ら
れ
、
水
質
汚
染
が
す
す
み
、
浅
海
は
荒
廃
し
て
魚
介
類
の

生
産
性
や
生
物
多
様
性
も
そ
こ
な
わ
れ
た
。

島
の
特
徴
と
し
て
、
海
・
里
・
山
を
一
体
と
し
て
、
総
合
的
に
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
長
所
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
里
山
と
里
海
の
調

査
や
評
価
は
、
個
別
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
お
お
か
っ
た
。
む
ろ
ん
生

物
の
活
動
や
人
の
生
活
は
、
そ
う
し
た
枠
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
海
・
里
・
山
の
自
然
と
生
活
を
、
岡
田
さ
ん
の
よ
う
に

身
近
な
場
所
か
ら
み
な
お
し
、
実
践
活
動
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
切
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
の
島
々
は
、
最
適
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
、
実
践
の
場
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

■

特集 海と島の日本・ⅩⅠ


